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新緑につつまれた

陸平貝塚！

　この春、陸平貝塚公園には、文化財協力員
による復元竪穴住居の修理はじめ、陸平貝塚
の保存と活用を未来に伝える記念碑建立、ゴー
ルデンウィーク中の体験イベント「縄文体験
の日」、古代米の田植などで、多くの人々が訪
れました。
　また、陸平をヨイショする会は、発足 20
周年を記念した第 18 回縄文の森コンサート
「口笛とバイオリン夢の協演」を開催しました。
同会は長年にわたる陸平貝塚でのボランティ
ア活動が高く評価され、文化財保護・活用・
普及に貢献してきた人に贈られる“和島誠一
賞”を受賞することが決定しました。

さる５月 12 日、陸平貝塚公園内の田んぼで安中
小学校５年生の児童が、陸平をヨイショする会と
一緒に田植えを行いました。初めはぬかるんだ土
に足を取られ、悪戦苦闘していましたが、徐々に
スピードアップ！田植えのあとはオタマジャクシ
探しや田んぼの生き物観察など、陸平の自然を存
分に味わいました！

古代米田植え

大々的に竪穴住居を修理しました！

口笛奏者の柴田晶子さ
ん。会場に響きたる口笛
の音色に感動。

バイオリニストの山崎響
子さん。クラシックの世
界に引き込まれました。

粘土コネコネ、土笛
作り

ゴ
シ

ゴシこすってまが
玉作

り
ゴ
ロ
ゴ

ロ、どんぐりクッ
キー

作
り

トントン、さき織
り
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こ
の
春
、
陸
平
貝
塚
に
あ
る
復
元

竪
穴
住
居
は
文
化
財
協
力
員
の
皆
さ

ん
に
よ
り
上
屋
部
分
の
修
理
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
竪
穴
住
居
の
表
面
に
出
て

い
る
上
屋
の
カ
ヤ
が
経
年
に
よ
り

減
っ
て
き
て
い
た
こ
と
と
、
カ
ラ
ス

な
ど
鳥
が
カ
ヤ
を
抜
い
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
修
理
が
必
要

な
時
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
年
初

め
の
今
年
1
月
に
は
材
料
と
な
る
カ

ヤ
を
用
意
し
、
3
月
末
か
ら
4
月
初

め
に
作
業
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
の
4
月
は

例
年
に
な
く
雨
の
日
が
多
く
、
思
う

よ
う
に
作
業
の
進
ま
な
い
日
が
続

き
、
修
理
完
了
は
4
月
の
末
と
な
り

ま
し
た
。

　

さ
て
今
回
の
修
理
で
す
が
、
葺ふ

い

て
あ
る
カ
ヤ
を
取
り
替
え
る
の
で
は

な
く
、
表
面
に
出
て
い
な
い
部
分
の

カ
ヤ
を
引
っ
張
り
出
し
、
新
た
な
カ

ヤ
を
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
に
入
れ
て
い

く
と
い
う
方
法
で
、
使
え
る
材
料
は

極
力
使
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
天
井

部
分
に
関
し
て
は
新
し
い
カ
ヤ
や
竹

に
入
れ
替
え
ま
し
た
。

　

カ
ヤ
の
差
し
込
み
方
や
形
の
整
え

方
な
ど
、
経
験
が
な
い
と
な
か
な
か

で
き
な
い
作
業
で
す
が
、
経
験
者
指

導
の
も
と
、
や
り
方
を
お
ぼ
え
な
が

ら
文
化
財
協
力
員
の
皆
さ
ん
は
、
無

事
自
分
た
ち
で
上
屋
の
修
理
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

居を修理！
①　１月、浮島からカヤを運びました。

②　地面側からスタート！奥のカヤを引き出し、竹で開いて新
たなカヤの束を差し込みます。

④　トントン、トントンとガギという道具で叩いていくと、で
こぼこの表面がなだらかになっていきます。

⑤　次第に位置が高くなり、竹で足場を作り、上段へ進みます。
竹で隙間を作る人、カヤの束を渡す人、カヤを引き出して
差し込む人、チームワークが大切！

③　下から始まり、中段にさしかかってきました。ひたすらカ
ヤを引き出し、新たな束を差し込んでいきます。

⑥　天井部分にやってきました。屋根を開いて古いカヤを外し
ています。

⑦　上の方まで竹で足場を組み、新たなカヤを入れ、ここでも
トントンとたたいて全体を整えていきます。
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復元竪穴住

住居の
骨組み作り
（平成 15年）

▲

▲竪穴住居の復元は
竪穴掘りから
始まりました
（平成 15年）

柱材のクリの皮をはぐ堀越さん（左）
（平成 15年）

⑪　さあ、完成です！カヤでふっくらとした外観の竪穴住居に
復活しました！

⑨　天井部分は十分に厚くカヤを葺いてから作った押木をかぶ
せてしっかりと固定させます。天井部分の作業は約２日か
かりました。 ⑧　天井部分にかけるマダケの押木を作っています。

⑩　最後は表面を刈って全体を整えます。これで雨漏りも防ぎ、
また、竪穴住居の外観がこれで決まります。なかなか難し
く、経験と技術が必要でした！

　

竪
穴
を
作
り
、
管
理
し
、
修
理
ま

で
す
べ
て
自
分
た
ち
で
お
こ
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
陸
平
貝

塚
へ
の
関
心
や
、
復
元
竪
穴
住
居
を

大
切
に
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
、
ほ

か
の
地
域
に
は
な
い
、
陸
平
な
ら
で

は
の
竪
穴
管
理
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な

で
大
切
に
復
元
竪
穴
住
居
を
管
理
・

活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

陸
平
貝
塚
見
学
の
際
に
は
、
ど
う

ぞ
竪
穴
住
居
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
竪

穴
管
理
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
文
化

財
協
力
員
と
し
て
管
理
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
文
化
財

セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
14
年
7
月
、
陸
平
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
会
が
結
成
さ
れ
る
と
共
に
竪
穴
住
居

建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
復
元
住
居
の
要
望

も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
単
な
る
手
伝
い

で
は
な
く
、
復
元
を
通
じ
て
自
分
た
ち
の

手
で
地
元
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
が
目
的
で
し
た
。

　

基
本
方
針
と
し
て
は
、
Ａ
貝
塚
北
東
か

ら
発
掘
さ
れ
た
縄
文
時
代
中
期
の
「
第
2

ｂ
住
居
址
」
を
復
元
の
モ
デ
ル
と
し
、
基

礎
と
な
る
大
き
さ
、
形
等
々
忠
実
に
復
元

す
る
こ
と
で
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
木
材
や
そ
の
伐
採
も
石
斧

な
ど
使
用
。
総
べ
て
が
当
時
の
物
を
考
え
、

我
々
の
気
持
ち
も
縄
文
人
の
つ
も
り
で
復

元
に
当
た
り
ま
し
た
。
屋
根
に
つ
い
て
は

上
屋
を
支
え
る
柱
穴
が
壁
よ
り
内
側
で
壁

立
ち
で
な
い
と
判
断
。
土
葺
き

を
説
明
す
る
痕
跡
も
な
い
た
め
、

草
葺
き
と
決
定
し
ま
し
た
。
萱

葺
き
の
方
法
に
つ
い
て
は
耐
久

性
の
こ
と
を
考
え
、
段
葺
き
に

せ
ず
本
葺
き
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
12
月
の
完
成
か
ら

12
年
5
か
月
経
過
し
た
わ
け
で

す
が
、
屋
根
の
修
理
は
今
回
で

2
回
目
、
後
1
回
は
さ
し
茅
だ

け
で
済
み
ま
し
た
。
長
持
ち
し

て
い
る
一
つ
の
原
因
は
、
隔
週
、

文
化
財
協
力
員
の
交
替
に
よ
る

燻
蒸
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

〈
未
来
に
つ
な
ぐ
今
後
の
課
題
〉

・
関
心
あ
る
人
材
の
育
成

・
茅
葺
き
の
技
術
の
伝
承
・

研
修

・
建
築
資
材
の
調
達
（
育
成
と

保
存
）

栗
の
木
（
山
栗
）
種
子
か
ら
の

育
成

カ
ヤ
の
調
達

縄
の
材
料
は
ど
う
す
る
か

萱
葺
き
屋
根
修
理
に
寄
せ
て

文
化
財
協
力
員　

堀
越　

實

P4 のこたえ　大塚村　谷中村　山内村

陸平貝
塚公園



4

移る季節も春から夏へ水辺里山初夏の花　（日和吟社俚謡集より）

楽しいひとときを文化財センターですごしませんか！体験はいつでもお申込みいただけ
ます。皆さまの参加をお待ちしております。
申込・問合せ ▶　美浦村文化財センター　☎029-886-0291

文
字
を
読
ん
で
み
よ
う
！

古
文
書
っ
て
難
し
そ
〜
！
何
が
書
い
て

あ
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
！

そ
う
思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
！
た
っ
た

一
五
〇
年
く
ら
い
前
の
人
は
普
段
目
に

し
て
い
た
文
字
だ
っ
た
ん
で
す
よ
〜
。

ち
ょ
っ
と
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

答
え
は
今
号
の
ど
こ
か
に
あ
り
ま
す
よ

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

古
文
書
講
座

夏の文化財センター体験ご案内夏の文化財センター体験ご案内

竹の楽器

開催日 時　間 体験メニュー 所要時間 体験料 各日の受付時間

7月

26日（日）
28日（火）

9：30～ 15：30

縄文土器 4～5時間 800円 11時まで
ミニ土器 2時間 400円 13時半まで
土笛 1時間 300円 14時半まで

縄文クッキー 1時間 100円 14時半まで
まが玉 1～2時間 200円 14時半まで

さき織り　※事前申込み不要 1時間 500円 14時半まで

28日（火）
①10：00～
②13：30～

竹を使って楽器を作ろう 2時間 300円

開催日 時　間 内　　　　容 体験料 募集人数
7月 30日（木）

13：30～ 16：00
①ハナリナの成形

1,000円 先着15名
8月 20日（木）

②講師による演奏＆焼きあがったハナリ
ナを吹いてみよう

【連続講座】　ハナリナを作って吹いてみよう（全2回） 　　講師：オカリナアート JOY　野口喜広

※連続講座の申込みは7/26まで。申込者6名以上で開講。

※縄文土器と土笛は後日、お引き渡しになります。
※さき織り体験について
小学生は、はたおり機に足が届かない場合、体験はできませんので予めご了承ください。
裂いた布をお持ちいただいて織ることもできます。材料なくなり次第終了となります。

ハナリナは鼻息で鳴らすユニークな楽器です。音域
は1～ 2オクターブくらい。音の高低は口の中の
大きさを広げたり、せばめたりして変化させます。
音を出すコツがわかれば、鼻歌を歌うような感覚で
演奏することができます。チャレンジしてみません
か！子どもから大人まで楽しめます！

♪ハナリナってなんだろう？♪♪ハナリナってなんだろう？♪


